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研究成果の概要（和文）：発達性 dyslexia のある児童生徒の実態把握を目的に開発された認知

神経心理学的な機能単位ごとの評価バッテリーを用い，発達性 dyslexia の疑いのある児童生徒

の個別のつまずきを明らかにした。教育現場における応用については，小学校 1 年生のクラス

で担任が発達性 dyslexia の可能性のある児童と判断した場合について，観察を行った。本研究

の目的である学校教育現場での実践的活用に関しては，さらに条件を整えていく必要があった。 
 
研究成果の概要（英文）：The neuropsychological assessment of children with developmental 
dyslexia was developed to evaluate the symptom of these children. It is used to clear the 
problems of some children. About the application in schools, the cases whom charge judges 
as the suspicious child with development dyslexia of the first grader in an elementary 
school were picked up. About practical application at the school which is the purpose of this 
research, further preparation should be needed. 
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１．研究開始当初の背景 
 
（１）社会的背景として，「今後の特別支援
教育の在り方について」(最終報告)（平成 15
年 3 月）において，「通常の学級に在籍する
学習障害（LD）、注意欠陥／多動性障害（ADHD）、
高機能自閉症児などを含めて、一人一人の教
育的ニーズに対応すること」と謳われた。 
 

（２）学校における状況として，中央教育審
議会「特別支援教育を推進するための制度の
在り方について」（答申）平成 17 年 12月「LD・
ADHD・高機能自閉症等の児童生徒の状態像は
様々であり、周囲の環境によって変化するこ
とも多いため、個別的かつ弾力的な指導及び
支援が必要となる」と述べられた。 
 
（３）しかし，実際には LD の 8 割以上に見
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られると言われる読み書きの問題について
は具体的に対策が立てられていない。 
以上を踏まえて，LD の中でも特に読むこと

が苦手な読み障害（発達性 dyslexia）につい
て，的確な実態把握の必要性と効果的な指導
内容の検討のために，認知神経心理学的な評
価法を開発した。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では，認知神経心理学的な言語処理
モデルにおける「読む」プロセスの評価法を，
これまでの研究を踏まえてさらに実践的に
発展させる。具体的には，認知神経心理学的
な読みの評価法の適用可能性について，読み
障害児のデータを収集し，学校教育現場での
実践的活用についての可能性を検討する。対
象児の評価に際しては，個別のつまずきを明
らかにすることにとどまらず，個別の指導計
画を作成して担任が指導にあたれるように
する。 
 
３．研究の方法 
 
【研究計画１】読みの認知神経心理学的評価
法により，読み障害児のデータを収集する。 
【研究計画２】研究１によって得られた読み
障害児のデータから，読みのプロセスにおけ
る「つまずき」に応じた個別の指導案を作成
し，担任教師と連携しながら読み障害のある
児童の読み指導を行う。 
 
４．研究成果 
 
【2009 年度】2009 年度は，3 年間の研究の
初年度として，研究計画１の一部を実施した。
具体的内容としては，福井市平谷発達クリニ
ックにおいて，学習障害の診断を受けた児童
生徒に対して，読みの認知神経心理学的評価
法試案を施行した。この評価法試案は，昨年
度までの研究で作成したものであり，研究を
継続して，より教育現場で使いやすい実践的
なものに改善していくことを目指した。内容
的には，認知神経心理学的な読みの評価に加
え，音韻意識と視覚的認知機能の評価を加え
て包括的に読み障害の評価が行えるように
工夫した。 
 当該年度の研究の意義は，読み障害のスク
リーニング検査としての意味だけではなく，
指導にもつながる包括的な認知神経心理学
的検査としての有用性の検証にあった。通常
のスクリーニング検査は書字による反応も
含めて評価を行うが，このことは，読みと書
字の障害を合併している児童生徒にとって
はかなりの負担になる。本検査（試案）は，
読字と指差しおよび口頭での反応を求める
だけなので，児童生徒の負担も軽く，同時に

読み障害の症状をチェックできるというメ
リットがある。また，学校の教員が短い時間
で簡単な指示で使用できるという実践的メ
リットも大きい。このことは，学習障害の中
でも学習の基盤となる読みの問題を持つ子
どもに対する支援という喫緊の課題に答え
る重要な研究であると考えた。 
 
【2010 年度】2010 年度は，3 年間の研究の
2 年目として，研究計画２に着手した。具体
的内容としては，福井市平谷こども発達クリ
ニックにおいて，学習障害の診断を受けた一
児童に対して，事例研究として，読みの包括
的な評価（音韻的側面の問題に加えて視覚的
認知の側面，音読の速度等の測定など）を行
い，個別の指導計画を立案した。学校との連
携は随時行ったが，主としてクリニックにお
いて言語聴覚士が読みの指導を継続的に行
ったので，その成果についてスーパーバイズ
するとともに，長期的フォローを行った。こ
の研究成果は，2011 年度の学会において発表
した。当該年度の研究の意義は，認知神経心
理学的評価法を施行することにより，本研究
の評価法が読み障害のスクリーニング検査
としての意味だけではなく，指導にもつなが
る包括的な方法論としての検証にあたった
ことである。対象児は広汎性発達障害を合併
していたため，聴覚的な理解や語彙の発達の
面で苦手さが認められ，通常の伝統的な読み
指導だけではなかなか成果が上がりにくい
面が認められた。しかし，認知神経心理学的
に障害機序を考察することで，障害のある部
分に的確にアプローチできたと考える。この
ことは，学習障害の中でも学習の基盤となる
読みの問題を持つ子どもに対する支援とい
う喫緊の課題に答える重要な成果であった
と考える。 
今後の課題としては，学校とのより緊密な

連携，および担任や特別支援教育担当の教員
に，読み障害についての情報を提供して，学
校における指導に成果を生かしていくこと
であると考えた。 
 
【2011 年度】2011 年度は，3 年間の研究の
最終年ではあるが，研究 2 の事例が音韻的側
面の問題が強い事例であったため，比較検討
対象のためにも視覚的側面の問題のある事
例が必要と考え，引き続き研究 2 を遂行した。
具体的内容としては，福井市平谷こども発達
クリニックにおいて，学習障害の診断を受け
た一児童に対して，事例研究として，読みの
包括的な評価（音韻的側面の問題に加えて視
覚的認知の側面，音読の速度等の測定など）
を行い，その障害機序について検討した。そ
の結果，現在明らかに陽性症状としては認め
られない視覚的認知の問題が明らかになっ
た。これは認知神経心理学的モデルにあては



 

 

めれば，視覚的分析の部分の問題であり，文
字‐音韻の結びつき以外にも音読の苦手さ
の重要な要因になっていると考えられた。本
症例の場合は知的障害や広汎性発達障害が
認められないため，得られた結果は発達性読
み障害の結果であると言える。今後は主とし
てクリニックにおいて言語聴覚士が読みの
指導を継続的に行う予定なので，その指導に
ついてスーパーバイズするとともに，長期的
フォローを行っていく予定である。この評価
結果は，2012 年度の学会で発表の予定であ
る。 
昨年度の課題として，学校とのより緊密な

連携，および担任や特別支援教育担当の教員
に，読み障害についての情報を提供して，学
校における指導に成果を生かしていくこと
を挙げた。この点については，川崎市の小学
校の特別支援教室および通級指導教室を月 1
度巡回するとともに，1 年生の 4 クラスにつ
いて重点的に授業の中で子どもの様子を観
察した。1 年生の 1 学期以降，読みの苦手な
子どもを継続的に観察し，担任に指導すると
ともに，年度末の校内特別支援教育研究会で
読み障害についての啓発を行った。 
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